
実験回数を低減するため、①、②、③‥‥のように結果を観ながら効率良く進める 

評価方法を決める 

機能窓の境界値を評価する 
 １．下限値：圧力を印加してﾘｰｸをみる 
 ２．上限値：ﾊｳｼﾞﾝｸﾞの割れをみる 
          ↑         

ソルベントクラック法で速く評価 

事例 ﾊｳｼﾞﾝｸﾞの超音波融着 



データの取り扱い 

数値データでなくても評価可能 

         ↓ 

ＳＮ比１） 良い悪いを点数化する 

         ・バリ   小：１   中：３    大：５点 

         ・クラック 小：１   中：３    大：５点 

         ・ﾊﾟﾀｰﾝ  良い：１ 中間：３ 悪い： ５点 

ＳＮ比２） ○×で評価し、信号因子の境界値を求める 



ＳＮ比１）    

応力集中部はソルベントクラックが生じ易いことを前提に以下の実験を進める 

                        ↓ 
クラックが生じるまで、苛酷度を増していく 

濃度 

点
数 

ゼロ望目 

𝑉𝑇 =
1

16
(02 + 02 + 12 + 12 + 22 + 42 + 52 + 102 

                     +02 + 12 + 12 + 12 + 22 + 22 + 22 + 102) 
       = 283 

𝜂 = 10𝑙𝑜𝑔
1

283
= −24.5 

𝑉𝑇 =
1

𝑛
𝑦1

2 + 𝑦2
2 +⋯⋯+ 𝑦𝑛

2    SN比𝜂 = 10𝑙𝑜𝑔
1

𝑉𝑇
 ゼロ望目特性 

クラックの数などで数値化する 
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①充填物破壊とﾊｳｼﾞﾝｸﾞ破壊が起きる 

 境界値ｙ１及びｙ２を求める 

②以下のＳＮ比を算出する 

   

機能窓をできるだけ広く 

代用特性値として、以下の式も有効 

ＳＮ比２）    
充填物破壊 

SN比  𝜂 = 10𝑙𝑜𝑔
𝑦1

2

𝑦2
2 

SN比  𝜂 = 10𝑙𝑜𝑔
ｴﾈﾙｷﾞｰ上限
ｴﾈﾙｷﾞｰ下限

 

SN比  𝜼 = 𝟏𝟎𝒍𝒐𝒈
溶け代上限
溶け代下限

 SN比  𝜼 = 𝟏𝟎𝒍𝒐𝒈
融着時間上限
融着時間下限

 


